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発刊にあたって
この度、平成22年度から平成23年度にかけて実施した市内遺跡の文化財査報告書を

刊行する運びとなりました。

調査は国史跡に指定されている日野江城跡と原城跡の周辺一帯で実施したものであ

り、確認のための試掘、遺跡範囲確認調査および航空レーザー測量等の調査を行いま

した。

調査を行った箇所は市の南東部に位置しており、中世から近世初頭にかけて肥前有

馬氏が本拠とした地域です。キリスト教の伝来と普及、セミナリヨの設置、天正遣欧

少年使節の派遣事業、また島原天草- 擬など、地域史はもとより日本史の視点におい

ても非常に重要な出来事のあった土地です。有馬氏が居城とした二つの城跡について

は、これまで史跡整備事業等に伴って主要箇所の発掘調査を実施しておりますが、そ

の周辺に対しては殆ど調査が及んでおりませんでした。城跡周辺の調査も併行して進

めることで、当時の地域の様相がより明らかとなり、城跡を歴史的に評価するうえで

も助けとなることから必須なものと言えるでしょう。調査の対象範囲がヲE常に広く、

全体的に調査を進めていくにはまだまだ時間がかかりますが、ひとまず着手し断片的

なりとも新たな情報が得られたことは一定の成果であったものと感じております。

歴史的に大変重要であり、もとより市の内外を問わず歴史的な関心の集まる地域で

ありますが、現在、長崎県と熊本県および本市を含む関係市町が世界文化遺産への登

録を推進している『長崎の教会群とキリスト教関連遺産』に日野江城跡および原城跡

も構成資産候補として含まれていることから、近年さらに注目が集まっていると感じ

られます。ささやかながら本書が、当地域の歴史を理解するうえでの助けとなり、ま

た幅広くご活用頂ければ幸甚の極みであります。

末筆ではございますが、調査に際して御指導を頂いた関係各位、作業に従事して頂

いた方々に厚く御礼を申し上げるとともに、皆様の益々のご健勝を祈念申し上げ、発

刊のご挨拶とさせて頂きます。

平成25年 3月29ロ

南島原市教育委員会

教育長 定方 郁夫



例 言
本書は平成22~23年度に国庫補助事業で実施した市内遺跡発掘調査等の文化財調査報告書である。
本書に係る調査は南島原市教育委員会が行った。
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・航空レ←ザー測量および空中写真測量についてアジア航測株式会社長崎営業所に業務を委託した。
・本書における方位は真北、磁北を併用している。

・現地調査に際して次の方々に指導、助言を頂いた。
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第 1章 調査に至る経緯
南島馬市の南部は中世~ 近世初頭にかけて肥前有馬氏の本拠となった地であり、その居城跡である

日野江城跡および原城跡が今に残る。いずれも市の代表的な遺跡であり、国の史跡として指定を受け

てしる。史跡内の発掘調査はこれまで、 Fi野江城跡ではニノ丸地区、原城跡では本丸地区を中心に実

施しており一定の成果を得ている。

一方、両史跡の周辺については殆ど調査を行っておらず、周辺環境の十分な確認に至っていない。

例えば、長らく有馬氏の本城であった日野江城の城下、島原天草一撲の折に原城を攻囲した幕府連合

軍の陣など、それぞれの城跡と‐切り離すことが出来ない関係にあり、こうした周辺地域の調査推進も

以前より課題となっていた。そのため今回の調査に着手するに至った。

なお調査の対象範囲が非常に広 く、特に陣跡 (※1〕などは遺構や遺物が残存しにくしY性質があり、

発掘による確認調査のみでは全体状況が把握しづらいという問題点もある。そうした面から今回、航

空レーザー測量による現況地形の詳細把握、ならびに終戦後の航空写真から旧地形を復元する作業も

併せて行った。

※ 1…幕府軍陣跡の推定地について、本文中の説明では以下「陣跡」と表記する。
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第 2章 地理的 o歴史的環境
長崎県南島原市は島原半島の南東部に位置する人□約51,000人の自治体である。農業や漁業などの

一次産業が主産業であ り、特産品として葉タバコ、メロン、スイカ、アスパラガス、車エ ビ、アラカ

ブ (カサゴ) などが挙げられる。また素麺の加工業が非常に盛んであり、全国二位の生産量がある。

地形的には市の北部と南部で大きく二相に分かれている。市北端の深江町は扇状地が多く、布津町か

ら西有家町付近にはなだらかな丘陵地形が多い。一方、今回の調査に係る市の南部は山間部の割合が

多く、海岸近くまで急峻な地形が追っている箇所も多くみられる。そうした中でも日野江城跡と原城

跡とを結ぶ中間の地帯は、有馬川の河u周辺に少しまとまった面積のキト積平野が広がっている。中南

部で確認されている各時代の拠点的な遺跡がこの付近に見られるのも、そうした地形条件との深い関

わりがあると思われる。

北岡金毘羅記遺跡は弥生時代前期末~ 中期前半頃の墳墓遺跡であり、有馬川河口の南岸に接するよ

うに広がっている。昭和50年代の圃場整備事業によって遺跡の大部分が失われたが、その際の調査で

合口装棺や有柄式鉄剣型石剣などが発見されている。今福遺跡は有馬川沿いの河岸段丘上に築かれた

複合遺跡であり、河口からは 1.kmほど上流側へ上った位置にある。遺跡の盛期は弥生時代中期~ 古墳

時代初頭および中世とされる。前者の時期の遺構としては、竪穴式住居、ドングリ貯蔵穴、「V 」字

状の環濠の一部などが発見されており、遺物としては小型傍製鏡、銅鉱、ガラス製小玉、碧玉製管玉、

立岩産右庖丁などや北部九州系、中九州系ほか、さらに遠方の外来系土器も出土している。各地から

の搬入品と考えられる遺物が多く出土しており、威信財も含まれていることから拠点集落としての機

能がうかがえる。地域の中での比較的恵まれた生産基盤を背景に、対外的な交易も行っていたのであ

ろう。

原城跡の北三ノ丸付近には浦肝観音東側遺跡が重複しており、平成19年度の発掘調査において弥生

時代後期終末頃の土器が一括投機された状態で見つかっている。海に接した高台という地形条件は、

後の時代において原城に堅固な防衛機能を与えるわけだが、それ以前においても土地利用があったこ

とを知り得る貴重な資料である。

中世から近世初頭にかけて当地を支配した肥前有馬氏のEリけすについては、常陸からの地頭職として

袖任されたとする説、在地の開発領主からの発展とする説などがある。また、肥前有馬氏が代々の居

城とした日野江城の築城時期については鎌倉期とする説および南北朝期とする説がある。16世紀後半

には口之津を介して伝来したキリスト教が、城主の有馬義直、有馬晴信らによって庇護され普及する。

天正年間には遣欧使節団の派遣事業も行われている。これまでに実施された発掘調査では切石や仏塔

などを用いた階段遺構、金箔を施した島袋瓦や大量の瓦、土師器などが見つかっている。

原城は臼野江城の支城として築かれた城郭であるが、その規模は本城である日野江城を大きくしの

ぎ、軍事施設としての機能も、立地条件を含めてより堅牢なものとなっている。築城時期については

従来、明応五年 (1492)説が長く用いられてきたが、実際には定かでない。総石垣を備えた本丸につ

いてはイエズス会の記録や、近年の発掘調査によって勝長四年 (1599)から同九年 (1604)の築城で

あることが判っている。

白野江城と原城は元利元年 (1615)の一国一城令により廃城となる。広く知られる島原天草一撲は

これより20年ほど後の寛打てト四年 (1637)から翌十五年 (1638) にかけて起こっており、廃城となっ

ていた原城が、-キ実勢の最終的な拠点となった。原城に立て舘もった一撰勢の総数は通説的には 3フテ

ー 2 -



7千人、対する幕府軍の総勢は約12万人とされる。約 4ヵ月に及ぶ原城の攻図戦は兵糧攻めに遭った

- 撲勢が、幕府軍の総攻撃を受け、寛永十五年二月二十八日に終結する。龍城した一擬勢の殆どが犠

牲になったとされてきたが、この点については疑問視する指摘がある 服部2000)。平成に入ってから

の原城跡の本丸を中心とした発掘調査においては、戦いの激しさを物語るように、影しい数のノセ胃＼

ー撰勢が身に着けていたと考えられるキリシタン遺物、銃弾、砲弾などの遺物などが出土しており、

- 撲後の徹底した城の破却も確認している。また石垣や門跡など、原城本来の構造物や、大量の瓦、

貿易品を含む多くの陶磁器類も見つかっている。

島原天草一機は、以後の幕府の統治政策、あるいは諸外国に対する閉鎖的な政策などにも大きな影

響を与えるなど、日本更においても非常に重要な事件であった。- 撰後、著しく荒廃した当地には九

州各地や小豆島などからの移住政策により、現代へと至る基礎が築かれている。

<参考文献>
外山幹夫 1998「史跡日野江城跡の概要」『日野江城跡』北有馬町文化財調査報告書第2集 北有馬町数チ
長崎県教育委員会編 1994『長崎県遺跡地図』長崎県文化財調査報・青書第111集
服部英雄 2000「原城と有明海・東シナ海 -天草・島原の乱を見直す -」『原城発掘」新人物iE来社
古田正隆編 1981『北岡金毘羅犯遺跡調査報告』南有馬町文化財調査報告著:第 1集 南有馬町教育委員会
南島原市教育委員会 2010『原城跡W』南島原市文化財調査報告書第4集
南島原市教育委員会 2011『ロ野江城跡 総集編 1』南島!京市文化財調査報告書第6集
宮崎貴夫編 1985『今福遺跡n』長r勝り具文化財調査報告書第77集 長崎県教育委員会

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

　　
　

城
長
海
羅
原
ロ
n

-
.
『

明

毘

『

『

跡

野

鱒

有

金
1
0

n

道

「

二
影

　
　
　
　
　
　
　

8
員

0
98
姿
委

弼

/
′

〉

鱒
委

00
1
青
育

1

1
育

2
編
教
敦
編

′
　　　　　　　

　 　　　　 　

　 　　 　 　 　

　　 　　 　　 　　

、二!灸〆
もメ中

ソ
＼

ごくニ
ー
ミキき ,く じ }
　　 　　 　　

　　　　　　　　　　　　 　

＼＼＼

-t

ミ
、
.
、

ビラ 」
′
-ごゑ ご-- 、 ・、＼

ノ

ミ

　
　
　　

　　

　
　

　
　 　

　
　
　

　 　 　　　 　

　 　
　

＼ - /
-5 .

に ) ＼ 6 ＼＼＼
-

＼

＼ -
,

●
′/1　 　　 　

　　 　　　　　　 　 　 　 　
　 　 　

　　 　
　

　　 　 　
　
　

{ - ノ ＼》〆

　
　　 　　 　　　　　　　

　 　　 　 　　 　
　

N

/
/

u

ー
一＼ ノ

こ

0 1:40,000 2km
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4 壕田古増 作-r増/古墳)

5 北岡金比羅肥追跡 (墳墓/弥・奈)

6 常光寺前駅西側遺跡 (遺物包含地/弥生)

7 法華寺跡 (寺跡月+」世)

8 浦田遺跡 (墳墓足す・奈 1i)

9 浦山観音東側遺跡 (遺物包含地/弥生)

10築山遺跡 (遺物包含地体電文)

?1 原城跡 (城跡ハト1・近 )

北有馬町教育委員会

　　 　　　 　　　
　　　　　 　　

　
　　　　 　

＼ … 、 、ノ ーし三・ メー

　
　 　

ー ＼

　 　 　
　　　　　

　 　 　 　

(ン 」-ご



第3章 発掘調査
第 1節 調査地点
今回、発掘調査を実施した箇所は第 3図に示すとおりである。
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第2節 調 査
1. 日野江町遺跡 (試掘調査)

所在地

調査期間

調査面積

南島原市北有馬町戊2595‐1、2595‐2

平成22年 8月 2日~平成22年 9月 3日

16が

(1)位置と環境

調査箇所は史跡 日野江城跡 より南側にloom 余 り - , - -1
　　 　　　　　　　　　

の距離に位置する。宅地の一角にある空 き地であ り、 ＼ ＼ ＼ --- 正

標高は3m 程度である。周囲は道幅が狭く住宅が密 第4図 調査区の

集している。こうした狭い地割りは明治期の地籍図

において確認できるものであり、現代までこれが踏襲されているようである。

//で き
--
キー十二

斗
′

二北 有 馬 町 戊 , ノ - ＼ } ′ー -
- ‐一二/ トと 塾 ＼ -- -

.-ノー ＼ - -,‐:---キー 三
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第 4図 調査区の位置 (S=1!2,500)

(2)調査の概要

日野江城が政治的機能を保持し巽墓園要職1欝養濯ぎ
帯の土地利用状況を確認する目的

騨で試掘調査を行った。 2mx4m - -髪 繁 % ‐

の トレンチを 2箇所設定し、人カ ギM-- 馨も
掘削により遺構・遺物の確認を

行った。いずれの トレンチにおい

戦き

　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　
現在の海岸線までは直線で 1,血弱 第 5図 正保二年 (1645)『高力摂津守領分図,』(関係音ー~分に-部加筆)

の距離があるが、17世紀中頃の絵図をみると日野江城にあたる箇所の南側には「入江」が入り込んで

おり (第 5図中央付近)、「潮時舟入」の文字も見られる。潮が満ちた際には、日野江城のすぐ近くま

で船が出入り出来たのであろう。

トレンチ 2においては天川漆喰 (※2)を壁材とする土坑 2基、素掘りの土坑 1基を確認した。いず

れも上部が削平されており、本来の深さは不明である。それぞれ破砕した陶磁器片を多く含んでおり、

廃棄土坑と考えられる。遺物の年代は主に18世紀後半~ 末頃のものである。

※2…長崎県地方でみられるタタキの一種。安山岩の風化土に石灰を加え、水で練り合わせて硬化させるもの。
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(3)検出遺構 (第7図)

SK-01

壁材に天川漆喰を用いた土坑状の遺構である。部分検出であるが、平面観は隅丸方形になると思わ

れる。南北軸の長さが1,6m 余り、東西軸の長さは調査区外となるため不明である。上部が削平され

ており本来の深さは不明であるが、残存分で20cm~25cm ほどの深さがある。壁材に用いられた漆喰は、

概ね 2cm程度の厚さで整っている。漆喰と掘り込みの間には 5~1ocm ほどの厚さで粘土が貼られてい

る。遺構の埋土には、上部が削平された際に混入したとみられる漆喰片、粘土ブロックが多く含まれ

る。土坑底部に上面の平たい右が 2石あり、およそ栓をした状態となっている。遺構本来の機能は溜

めマスまたは雪隠などか。遺構内からは18世紀後半~ 未頃の陶磁器片が出土した。

SK-02

SK-01 と同様の構造を持つ土坑である。検出面における南北軸の長さは約1,2m であり、東西軸は

不明である。やはり上部が削半されており、埋土に漆喰片および粘土ブロックが多く含まれていた。

残存する深さは最大35cmほどである。SK-01 と比べると漆喰の残りが悪い。漆喰と掘 )込みの間に

貼られた粘;"ま15~25cm であり、SK 01t.こ比べると分厚い。遺構内からは18世紀後半~ 未頃の陶磁

器片が多く出土しており、一括廃棄を行った可能性がある。

SK-()3

素掘りの土坑として扱った。半面観は略楕円形であり南北軸が約1.4m 、東西軸が約1.2m である。

上部は削乎されているようであり、検出面からの残存深度は最大でも1ocm強である。立ち上がりは北

側が垂直気味であり、南側は緩やかとなっている。18世紀後半~ 末項の陶磁器片を多く含む。

(4} 出土遺物 (第10~13 図、表 1)

調査において出土した遺物は約580点である。近現代のものを除くと、18世紀後半~ 末頃のものが

中心であり、主に土坑内より出土した。

第 8図は SK-01 の出土遺物であり 1が磁器、 2~4 が陶器である。 1は染付碗の底部であり、見

込みに二重の円圏を描く。砂が多く付着しているが、中央の文字は「毒」と思われる。 2 ・3は皿の

- 6 -
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天川の残存範囲
1…表土。黒褐色十二

n.- 暗褐色上 .5mm 前後の炭化物粒、細

かい砂隣を少量含もt 水気が多く=→
海浜と考えられる

m … 1日海浜と考えられる砂煤層。 トレン

チ1の虹層に対応

(道惰理土)
く SIく‐01>

0)-・暗褐色土 大川漆喰の壁材破片、一天

黄色羽目二ブロックをノ量に含む。

<SK ‐02>

(1)ト・・暗褐色土。天川漆喰塾材 とか{黄色 *-÷-
-EIブロックを多 く含む。

②一 1一斉褐色‐[もlmm 前後の炭化物粒含む

陶磁器の破片を多く含む

<SK ‐03>

①…ii部楽砂質士。硬化粘土ブロックを含

む。 際 は字に 1~3cm 人の FT礎 。

粘土 SK・02

粘土 SKmol

A3,om 製一mA

L ,くむ ン

　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　 　 　

Woe ,」÷ . - ÷′ ′「」＼十一一 組αEr

′ 1 ＼

第 7図 トレンチ 2遺構配置図・土層図 (S=1 40)

底部である。 2は厚手であり、見込みに五弁花紋、高台内部に「寿」の文字がある。全体に透明紬を

施すが、母付のみ無精である。 3は呉須皿状の底部であり、外面は刷毛日文様、内面は油掛けが施さ

れる。畳付は無精であり、砂の付着がみられる。 4は大型窪永の底部である。内面を施紬し、波状の刷

毛日を描く。高台の外側は斜めに削り落としている。

第 9回は SK-02 の出土遺物であり5~8 が磁器、 9が陶器である。 5は染イ寸皿であり、高台がや

や高く、緩く内湾して1コネ教が広がる器形である。内面は円糧を引き、見込みに松葉を描く。 6は染付

の、画.または碗の底部である。外面には園線を描いており、高台に二条、体部側に一条ある。全体に施

紬しているが母付のみ無紬である。内面は帯状の文様で区画し、外側に蛸唐草を描く。 7は筒状の碗

- 7 -



ま ま
、; ＼ … ノーノ 鮒 三宅 ,

　　 　　　　　 　　　　　 　
　 　 　 　 　

　
　　

　　　　　　 　

　 　　　　　 　 　　　　　　　　

第 8図 SK 一01出土遺物 (S=1 3)

　　　　　　　ーr ー
し

ノ

　 　 　 　
, . ・

9
…

第 9図 SK 一02出土遺物 (S=1 ′3)

13

第 10図 SK-03 出土遺物 (S=1/3)

である。外面に斜格子状の文様を描く。 8は丸碗であり、やや腰の張る器形である。 9は装である。

肩の張りがやや強く、頭部はあまりすぼまらない。口縁は外側へ短く立ち上がり、端部が外反気味に

肥厚する。

第10図は SK-03 の出土遺物である。10は磁器皿であり、内面の見込みに二重の円圏、中央に五弁

花紋を描く。11は内湾気味に口緑が広がる梁付皿である。外面は縁取りした区画を設け、間に松を描

く。内面は円圏を引き、見込みに草花を描く。12はロクロ引きによって成形した小型の陶器皿である。

口縁が直線的に外側へ開く器形である。13は大型の陶器瓶のn緑と思われる。肩張りが強く、頭部が

細くすぼまる。口緑端部は外反気味に短く開く。

- 8 -
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第11図 遺構外出土遺物 (S;1 3)

第11図は遺構外の出土遺物である。14.・15は□緑が内湾気味に開く皿である。14は染付であり、内

面に花弁を描く。15の内面はコンニャク印判により牡丹を描く。16~18 は染付の丸碗である。16・17

は網目紋を主体とした装飾であり、18は見込みに五弁花紋を描く。19は筒状の染付碗である。体部外

面に菊を描く。20は染付の[緑であるが、器種は判然としない。外面に蛸唐草、内面に植物を描く。

□縁端部は肥厚気味に外側へ拡張しており、口唇部にあたる位置にも施文する。21・22は陶器の鉢で
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ある。21は鉄柚により内面が全紬、外面が紬掛けである。22は淡い色調の緑紬で、内面が全柚、外面

が精掛けである。内面には胎土目がある。23・24は橋鉢である。23は畳付の部分が内側へ肥厚する。

内面の摺日は幅広の工具によって施す。2射・ま口緑部であり端部が外反気味に肥厚する。外面は端音B下

に突帯を一条巡らせる。内面の橘目は上端を撫で揃える。25は大型の陶器斑の底部である。内外面と

も横ナデ調整の下に格子日タタキが残る。

(5}調査のまとめ

17世紀中頃の史料に描かれるよう、日野江城の南側に海がかなり迫っていた状況を現地調査におい

ても確認することができた。またトレンチ 2の廃棄土坑から出土した遺物は18世紀後半~ 未頃のもの

が主であり、これより古い年代のものは出土していない。遅くとも18世紀後半頃までには日野江城南

側の海浜の埋め立てが開始され、本格的な土地利用が開始されていたと考えられる。

以上の状況から日野江城の城下町について考えてみると、日野江城が政治的に機能していた年代、

すなわち廃城となる元和二年 (1616)頃までは、海岸線の多少の出入りを考慮しても、城の南側に城

下町が大きな広がりをもって展開していた可能性はかなり低いと言えるだろう。本丸の位置に対して

ニノ丸や大手を東側に構える臼野江;城の構造、周辺地形などを考慮するならば、その城下は城の東側

を中心に展開していた可能性が相対的に高いものと思われる。今後の調査において検証していく必要

があろう。

なお今回調査地点については、白野江城廃城後における周辺地域の土地利用の変遷を知るうえで貴

重な事から、調査後に「日野江町遺跡」として埋蔵文化財包蔵地の登録を行った。

表 1 日野江町遺跡 出土遺物観察表

図 番 号▲ 出土箇所 種別 2降車 生産地
文様・特徴なと 備考

内面 外面

8
3

・L

トレ 2 ・SK‐01

1Jn口、
.′ムn[
. ーゞ.▲ 具足 口ET]白 市貼「ナ ケ日 “"勘 ,6cm( ヰ幼

4 トレ 2 ・SK OI 陶器 鉢 日田膏 波状ハケ日 島台ケズ1月客とし 氏“昆 ,6cm( 複)

9

冊

m

冊

n

5 トレ 2 .SIで02 fd緒 皿 日PI.白 円圏、算法みに「松葉」 か ー祥96cm( 複) ÷ ;,一 ocm

6
而
7
-
8
洲
9
-
m

トレ 2 ・SK‐02

トレ 2 .SK ‐02

トレ 2 ‐SK‐02

トレ 2 ・SK‐02

トレ 2 ‐SK‐03

端凝ー緩ー願ー縄
獅

碗または膿l

碗
碗
嚢
皿

断面凹面豊鵡凹面製靴
脚

爺;]畑文、蛸唐草
口緑に二重圏線

来出掛け
見込みに.支弁 誘文

円周、見込みに草種

格子ロ
草花
ロネ弱端部肥厚『 r
区画、松

ロ径8.2cm( 復 )

口径 19,4cm( 復)

口径13,(km(複) 底径7,5cm(復)

「‐丁テ鞄 ,6cm( 複) 底径5,4cm

12 トレ 2 ‐SK‐03 陶器 皿 H1n古 ナテ ナデ コ径8,化 m( 復 )
1
3
ー1
4
洲1
5
ー1
6

トレ 2 ・SK-03

トレ 1 ‐ I

トレ 2 ・エ
一
トレ 1 ‐工

隔鎚一霧一縄
一

翌
皿一
皿酬
碗

脚-
断
国
冊

′上ユーー・一1J
ーr′丁J

ナデ ロ縁端部汐ト反
閤線、花斉 …

牡丹 (コンニャク印判)“
[縁にニ重囲線

ナ」デ

体部に圏線
網目

目径8,4cm( 榎)

ロ孫 14、2Cm( 複 )

「1キ弱 ,ocm( 複 )
1
7
一
難

トレ 2 ・n
"

トレ 1 ・ 1

磁器
磁器
磁器

碗-
腕一
碗

肥前
肥前
肥前

細目、見込みに 型Pil劃

見込みに五弁花紋
網u
体部と高台境に圏線
網目地に白抜きの菊

一氏すt義邑Cm

底径 3、8cm

20
21

トレ 2 ‐1

トレ 1 ・11

文宣言

1・ソ";」 鉢 榊前 ナデ 采赫割け 一氏.ィ傘義 8Cm

23 トレ 1 ・1 陶器 橋読本 肥前 幅広の福ロ ナデ 6cm( 復)
2
4
一
為

トレ 1 ・ I

トレ 1 ・ I

陶器
陶器

J雷鉢
著さ

揺日 .妙齢ナデ淵"え
格子ロタタキ→ナヂ

痛言-“・ト反 りu‐十

ず各自.タタキ→ナデ
反 り〕+

タタキ→ナデ
肥前 揺日 .妙齢ナ
肥前 格子ロタタキ

24 トレ 1 ・1 陶器

25 トレ 1 ・1 陶器
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写真 1 トレンチ 1調査状況 (南より)

　　 　　　　　　　　　　　　 　　　 　　 　　

写真 3 SK一02検出状況 (西より)

写真 2 SK-01 調査状況 (南より)

.)-
」
-ぎ んぎ 」〆金や.;議す》鶴を ラミー 〆 承三鞘

　　　　 　 　　　　 　 　 　
写真 4 SK-02 調査状況 (西より)

さ募搬総響きr裟ざ善くぞ

写真 6 SK-03 調査状況 {西より)

写真 7SK-01 出土遺物

一 11 -

写真 5 SK一03検出状況 (北より)

4



5 6 7

写真 8 SK 一02出土遺物

豊 　　 　
　 　 　　

　　　　　　　 　　　 　　
メ繍 lo 13

写真 9 SK 一03出土遺物

w紳 ′ 15

14
16

17

:ノ ー

　　
25

写真10 遺構外出土遺物
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2. 日野江城跡 曲輪12(試掘調査)

所 在 地 南島原市北有馬町戊 143‘1イ、1435‐1、

1435‐2

調査期間 平成22年 8月 2月~平成22年 9月3日

調査面積 2311f

{1}位置と環境

調査地点は国史跡日野江城跡の史跡範囲北側に

隣接した山林にある。近年の踏査により、おおむ

ね 3段の平場よりなる曲輪 (※3)と考えられる地

点である。北側および東側に竪堀状の谷があり、

西は斜面地である。また南側には堀切状の地形があり

最高所の標高はおよそ約82mであり、本丸の最高所と

※ 3…現在、曲輪 12として取 り扱いを行っている。

{2}調査の概要

調査地点はその地形的特徴から日野江城に付帯

する物見台などの機能が考えられる箇所である。

今回、内容確認の目的で試掘調査を行った。

3段ある平場のうち、北側最上段の平場に 2m

x 4m 、中段 となる中央の平場 に 2mx4 、6m の

基本 トレンチを設け、必要に応じてサブトレンチ

を追加した。掘削作業は全て人力による。調査に

おいて遺構および遺物は検出しなかった。

＼ ＼

　　　　、 - - / .

,一 三,書 か 、モ ノ--
　 　 　 　 　 　

・
メ ド

ラ ダ ー・607/　　 　　 　

ミ立言o
第 t2図 調査区の位置 (S=1 ノ2,500)

、周囲に対して最も小高い場所となっている。

ほぼ同じである。

{3}調査のまとめ

限られた部分の調査ではあるが、結果として遺

構 ・遺物の検出はなかった。ただし物見台などの

ように、居住や長期滞在の為の空間利用でなかっ

たならば、遺構や遺物が残る可能性も低くなるた

め考慮が必要である。同地点については、第 4章

で実施しているような地形測量調査、日野江城全

体の空間構造を踏まえた慎重な評価が必要であろ

つ o

サブ トレ
N
/
く
＼

十
1

トレンチ i

ノ

ー

-

-
‐

r

‐
、

熱

い
ミ

0 10m

第 13図 トレンチ配置図 (S=1 ノ500)
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ご ・ ーキ ラ

　 　　 　 　　m ぬろ1き トレー 議言
o 1:50 2m

1
や -□ ----- … ノ ＼、O ヂ ー

北東側サブトレンチ
82,om　　　　　 11 ! 82.0md

撹乱 (トレンチ 1)
工…表土 。

彩
=-

ノ メ●
▽
斧響 } u:錆 色" ,獅 3)。しまりなく、

ボ ロボ ロ してい る ;

′ 根 w m …黄褐色土 (2,5Y5/4) 。5ん 20cm

大の角際を大量に含む(
W …黄褐色砂質土 (2,5Y 5/4)。

W …黄褐色の硬化砂質土 (25Y5/4) 。
d82,om ag鯉 ザ n′層が固くしま )たもの。

コヒ西側サブトレンチ

(トレンチ 2)
工…表土 。

江 且…褐色土 (7,5YR4/4) 。しまりがない。

順…褐色土 (75YR 4/3)c パサパサ。

W …にぷい黄褐色十 (1OYR 5/3)。
バサバサc

V …現赤褐色〆古賀二・[(5YR5/6) 。風化

した大振りの磯を含む。
＼q-.黄褐色粘質土。地山。

トレンチ2

辺 ,om}‐;-:; 『 -
N

‐‐ 。 m ニヌ7画 ,7園 雨こ ;;フ : 三÷
′-

「 77,om
V / 、 V

第14図 調査区土層図 (S=1 ノ50)

写真11 トレンチー 調査前 写真12 トレンチ 1調査状況 (北西より)
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:すまキ孝義総連響き潔癖禦 -

写真13 トレンチ 1調査状況 (北東より) 写真14 トレンチ 1南隅 深掘確認
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写真15 トレンチ 1 北東側サブトレンチ 写真16 トレンチ 1 北西側サブトレンチ

写真17 トレンチ 2 調査前 写真18 トレンチ 2調査状況 (西より)



3. 日野江城城下地区遺跡 (範囲確認調査)

所 在 地 南島原市北有馬町戊2197‐1

調査期間 平成23年 5月30日~平成23年 6月28日

調査面積 16m

{1}位置と環境

調査地点は国史跡日野江城跡のニノ丸より県道を

隔てて北側に隣接する位置にある。現況は加地であ

り標高は1om 程である。東を大手川が流れており、

日野江城跡と川に挟まれるような位置関係となって

いる。発掘調査と並行二して行った聞き取りによれば、

同地点は昭和57年の長崎大水害の後に、大量の客土

によって造成されているようである。

　 　 　 　　　 　　　　
　 　　　　 　　　

、 」 )- ＼＼ 1、L.1

潔
癖
紫

欝地区遺跡
　　

　
　 　 　 　　

　　 　　 　 　 　　
　 　 　 　　　 　

　
　

‐ー - - 0 ＼＼ ~500m

r←ミミ「ハ . 』、ノド一 日

第 15図 周知の遺跡範囲 (S;1 ノ25,000)

/二プチグミメンメ・/
、ミ＼ Jn6 ! : V ・/

　 　　　　　　　 . ● -・・・ーー‐
1 ‐…:“ “・ー

{2} 調査の概要 ＼ 巻き . 、 ! i

′ノ.-! 大手川
　 　

　　

　　

　
　

軒江城載 ド地区遺跡 として埋蔵文化財包蔵地‘.こ登 三 きき 撒き・,きミ 、
●

, rr!{.
一ト一 " ー - 一一一 " ‐ニ ニー 十」 " ミ ニ ミニ繋 ぎ響きき ギ ニ ・′′二

録 され てい る。今 回 は 日野 江城跡 に近接 す る畑 地 を ‐:ミニ .
・
希…＼.*

‐
:キ ー

.
〆

H野江城跡東側むこぉけるのラボ余りの田畑
一
帯が、

轟 縦 縞 ,キ
ーー

、
、、 、.＼ .....

＼

・、
、
き

きr 報 : も
1 …

.‐,二

選定のうえ 2mx 5m および 2m × 3m の トレンチ

を各一箇所設け、人力掘削により遺構 ・遺物の確認 第16図 調査区の位置 (S=1 ノ2,500)

にあたった。いずれの トレンチにおいても、表土下

に l m を越える分厚い造成土がみられた。先に述べた、長-崎大水害の際に発生した土砂を客土として

持ち込んだものと考えられる。 トレンチ 1では客土直“利こ溝跡がみられたが、埋土にピニル片などを

含んでおり近現代のものと確認している。このほか調査を通じて遺構は検出していない。客土の除去

後、青灰色粘土層 (m層) を経て灰黄色土層 (N層) を検出した。この淡黄色土の上面付近において、

陶磁器や土師器など中近世の遺物がわずかながら出土したが、小片ばかりであり土師器片を観察する

とロ←リングの影響が見受けられる。臼野江城側からの流れ込みの可能性が高いと思われる。

{3)調査のまとめ

調査の結果、遺構は確認できず、わずかながら出土した遺物も日野江城側からの流れ込みである可

能性カャ高いと思われる。今回調査地付近が日野江城の城下の機能を持っていたという評価は、今のと

ころ与えることができない。包蔵地内での詳細な範囲確認調査を進めていく必要があるだろう。
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1…喪主 (耕作士 )。

江…現 代 の造成 ;ョ二。

m・・ノ青灰色精上。近現代遺物を含む。

IV…しまりのあるi火黄色土 (2,5Y6/2) 。5mm 六の朝褐色粒、炭化物粒少量含む
V …暗灰黄色粘質土 (25Y 形2)。lcm 人の小檎、褐色粒を多く含み、層全体が赤みをもつ。

(溝状遺構)
①-黄褐色瀞質す- 底付近に拳大の際、木片などの有機物多い。
②…しまりのある褐灰色上 (1OYR 4/1)
◎…しまりのあるH盲青灰色土 (5月4/1)

第17図 調査区土層国 (S=1 ・50)
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0 1:50 2m

　　　　 　　　　　

写真20 トレンチ 1調査状況 (南より)

　　 　　　 　 　

　
　 　　　　　　　

翌 「形参;,~三≧寛ぎをゞ 寒く・

写真21 トレンチ 2調査状況 (南より) 写真22 出土遺物
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写真19 調査地全景 (南より)



4. 日野江城ニノ丸北側地点 (試掘調査)

所 在地

調査期間

調査面積

南島原市北有馬戊2223、2224、2225

平成23年 6月28日~ 平成23年 7月28日

平成23年11月14日~ 平成23年12月16日

136増

、 ＼ ′/
　 　　 　

　 　 　

トレンチ 1
＼

、

　 　　　　 　
　 　　　　　　　　

＼- ＼・ ノ/
〆

　 　 　　　　　 　　

　 　　 　　　 　
　 　 　　　　　　　 　

　 　 　　　 　 　　 　　　

、、 トレ ンチ 2
　　
　
　 　

　 　 　

　 　
ンチ2 /

/ ・

　　　　　
＼トレ オ 8 ュ、J、

　 　

;ト

N＼

第18図 調査区の位置 (S=1 2,500)

(1}位置と環境

調査地点は日野江城跡ニノ丸の北側にある丘陵先

端付近である。標高は30m 前半台で、ニノ丸よりや

)高い位置にある。そのためニノ丸内部を全体的に

見渡すことができる。やや南西に日を向けると、竪

堀状の谷地を挟んで本丸がある。本丸に対しては少し見上げる格好だが、見通しはよい。

(2}調査の概要

日野江城跡の周辺において、同時代の二1二地利用状況を確認する目的で実施した試掘調査である。作

付けの関係で二期に分けて調査を実施した。前半の調査が トレンチ 1~3 、後半が トレンチ 4~9 に

あたる。

前半の調査においては 2mx3m を基本とするトレンチを 3箇所設け、人力掘削により遺構と遺物

の確認にあたった。近年まで蜜柑畑として利用されていた際の暗渠が見られたほかは、遺構・遺物の

検出はなかった。後半の調査では、畑地を十字に切るように 2m 幅のトレンチを設定し (トレンチ 4

~8) 、その後、補完的な調査区を設けた (トレンチ 9)。調査の結果、調査地の旧地形は現在より急

な傾斜であったが、トレンチ 4からトレンチ 6方向に向けて土砂を切り押しすることで傾斜の緩和が

図られていることが判った。現代の造成と考えられる。そのためトレンチ 4では表.ゴ′二を除去するとす

ぐに地山に達し、逆にトレンチ 6においては丘陵先端へ向かって下る地山の上に造成土が厚く堆積す

る状況が見られた。一方、調査地内の比高がおよそ中間となる トレンチ 5 、 7~9 では、こうした造

成の影響が比較的少なく、ビットなどの遺構を確認した。このほか トレンチ 7からトレンチ 9にかけ

て浅い落ち込みがあり、覆土に破きが多く混入する状況が見られた。覆土および遺構からは陶磁器、土

師器などの遺物が少量ながら出土しており、時期としては16世紀後半~ 末頃のものを含んでいる。

(3}検出遺構 (第19~23図)

SX-01

トレンチ 5において検出した大型の土坑である。長軸が約2,2m 、短車山は調査区外となるが1,6m 程

度になると思われる。深さは約70cmである。理土の下層部分は1ocm~25cm 程度の亜角標が詰まってお

り、磯の間には間隙がみられる。遺物は出土していないが、畑地を造成した際の土砂と考えられる虹

層を切り込んでいる事から、近現代の遺構と考えられる。

SX-02

トレンチ 5で検出した不整形の上方t状の遺構である。北西 -南東方向の長さが約1.2m である。一

- 18 -
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参〆

トレンチ9

第19図 遺構等配置図 (S=1 100)
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にぷい黄褐色上。 38:細 A

1cm 大の淡黄色粒を少量、
1 3cni 大の小 も

-
を含 む。

SX‐02 ー唐褐色一二。 ＼ D 「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　
m′--皿屈め粥-者等 の影響を受けたもの

・
炭化物粒を微量 5mm 大前後姿 . 25m 大キ鍛 の安山岩・鋤く暑などの
含む。 炭化物粒、黄
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…
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量書差
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第20図 トレンチ 5 調査区平面図・土層図 (S=1 40)
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38,2mA - 11… しまりの強い暗褐色土。 lcm 前後の砂礎を多く、5mm 大前後の炭化物粒を少量含む 38.神 α
工 皿…やや碑化 した褐色粘性土。地山
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1~ 2cm 大の小七、5mm 大 樹色粒を微量含む。 右 をやや多 く、5mm 人前
の糧色粒を微熱含む 後の炭化物粒を徴狩含む。

e37.9m 37,9mB f 3翌 8m 37r曇がf′ g3翌 9m 37,gmg

--…… - 鑓 ハ 2 丁
′ ‐

LO び、

＼Y

? 1:,40 デー

F ゴ ,,,,暗褐色土 5一 振の砂附 獅 立
トレンチ 7 1・・・暗褐色土。 lcm 未満の をやや多く含む。 i…暗褐色一二。 lcm 程度の砂磯を

調査区平面図 。土
層図 (S=

,40) 炭化物粒を微量含む。 2・=暗褐色土e 5mm 程度の炭化物粒、袴 やや多く含む。
色粒を少量含む。

第21図 トレンチ 7
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第22図 トレンチ 8 調査区平面図・土層図 (S=1 40)
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含む。

c 37,5m 37,5m ご
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1…暗褐色土 1cm 大

の小石、精色粒を
少尾:含む。
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工…暗褐色土

e 37,7m 37,7m e
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1 …暗褐色土 1~ 3cm 大の

小石やや多い炭化物粒、
主登色粒を少量含む。
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1.- 暗褐 色土。 lc1n人の
小石、梢色粒を少量
含む
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EO
ゆ
け

・一表「…

1 一暗褐色‐} にぷい黄褐色上。5mm 人程度の炭化物粒、褐色粒をやや多く含む。
皿叫暗褐色上。 lcm 程度の砂際、粒色粒をやや多く含む。浅い窪地状 となる筒円トで人頭ノ、拳人程度の際が

多い。 トレンチ7の江府に概ね対応
ハト"明褐色の硬化*古賀士 澱多い。地山。

第23図 トレンチ 9 調査区平面図・土層図 (S=1 40)
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部ビットに切り込まれるが、残存する遺構の深さは10~15cm程度である。

ビッ ト

トレンチ 4、 5、 7~9 において40基余りを検出した。基本的に円形ビットであり、直径30cm前後

のものが多く、--部で直径50cm程度とやや大きめのものも見られる。調査範囲との関係もあり建物プ

ランは確認できなかったが、残りのよいトレンチ 5などの状況をみると、おおむね東西南北の方位軸

を意識してビットが配列されていると考えられる。16世紀後半台頃の遺物片を含むものも一部あり、

調査地点が日野江城と同時代に利用されていた事を示すといえるだろう。

(4) 出土遺物 (第24図、表 2)

26は青磁腕の底部である。龍男窯系と考えられる。底部の復元径が約7.8cmと大きめであり、腰の

張りが強い。内面見込みが紬剥ぎとなっている。27は陶器碗の底部である。体部から内湾気味に口緑

へと向かう器形である。内面見込み部分が柚剥ぎである。28は瓦質土器の捨鉢□緑部である。直線的

に開く器形であり、Lコネ暴端部は面取りする。端部直下の外面側はロクロ押さえにより、ややへこむ。

猫日はヘラによるものであり少ない本数で単位をなす。摺日の上端は引きっぱなしである。2望ま土師

器の小坪である。

冨 Z o13 ー

第24図 出土遺物 (S=1 ノ3)

表 2 日野江城ニノ丸北側地点 出土遺物観察表

図 番号 出土箇所 種別一 群申 生産地
′
婚義挙 数など 備考

内面 : 外面

26 トレ7 ・11 磁器 碗 中国 見込み柚剥ぎ 底径7、8cm( 複)

24 27: トレ7. 臥 竺ツト1二面) 陶器 腕 肥前 兄込み紬剥ぎ 麟濁‐2Cm
ノい r・ …削̂れ --豆 ‐ギドL‐ … -iLr 柔 -i Q 一 o之農 「一や

2
6
万

28

トレ 7 ‐11

トレ 7 ・

トレ7 ・11 濡目引きっぱなし
ナテや

口縁横ナデ
ナデし 7 ・ビッ ト

{5)調査のまとめ

日野江城跡の本丸およびニノ丸に対=毒する丘陵先端部において、16‐世紀後半頃と考えられる遺構 ・

遺物を検出した。調査地点の性格付けにあたっては、日野江城との距離や位置関係などを踏まえて整

理する必要がある。

調査地点と本丸との間には竪堀状の谷が走っており、これを城域の区画とみるならば、今回の調査地

点は城外と位置付けられる。調査地点は本丸とニノ丸を眺望できる場所であることから、城の防衛に

おいて重要な地点であったと考えられる。物見台としての役割を持っていた可能性は高いと思われる。

ビットなどの遺構や遺物がみられるため、調査地付近では一定の長期滞在が行われていた事が判っ

た。内容や規模はまだはっきりとしないが、居住空間として利用されていた可能性もある。その広がり

と時間幅の確認を進めていくことが今回調査を行った丘陵部での調査課題の一つとなるだろう。
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写真23 トレンチ1調査状況(東より) 写真24 トレンチ2調査状況 (南より) 写真25 トレンチ3調査状況 (北より)
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写真26 トレンチ 4~9 付近 調査前 (東より) 写真27 トレンチ4調査状況 (東より)

　　　　　　　　　　　　　　ー ′ 騨‘へ三℃「▲坪もr .ド

　　　　 　 　　　 　　　　　

三雲′こそ≦き-き 二ぷ謁 r - - ド

い{
-ー

{}
、L
＼
「
′ 、 ,′

" "
へ

瀞どじ〉な留 学・警護強澱琶馨ー竪織灘誘電好きな署轍滋養ダニ墨謝 ー .ム ー

写真28 トレンチ 5調査状況 (北西より) 写真29 トレンチ 5 oSX-02 付近 (北東より)
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写真30 トレンチ 5・SX一01半載状況 (南東より) 写真31 トレンチ 6調査状況 (南西より)
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写真32 トレンチ 7調査状況 (北東より)

　 　　　　　　
′ ′ 、. 、いく翌ミ

　　　　 　 　

写真34 トレンチ 9調査状況 (南より)
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写真35 出土遺物
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写真33 トレンチ 8調査状況 (北東より)

本丸
↓

写真36 調査地点より日野江城跡を望む



5. 幕府軍陣跡推定地 (試掘調査)

　
　
　
　　
　
　
　

　　　
　
　

　
　

　
　

　
　
　　
　
　
　

.・.J
J

所 在地

南島原市南有馬町乙2633番地

目・まか 4筆

調査期間

平成23年 7月25日~

平成23年10月 7日

調査面積 74,5111

{1}位置と環境

国史跡原城跡より国道251

線を挟んで西側に展開する低

丘陵群は、寛永十四年(1637)

から翌年にかけて起こった島

原天草一撲の際に、幕府方の

連合軍が陣を構えた場所であ

ることが文書・絵図等の史料

により判っている。今回の調

査、地点は、およそ幕府軍が展

開したと考えられる範囲の南

端付近であり、延岡より参戦
さ え もん001イテ

した有馬左右衛門佐の陣と
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1.km余 りである。なお当時の 第25図 調査区の位置 (S=1 ニ2,500)

延岡藩主は当地より転封と

なった有馬直純であり、直純自身も旧領の地理に明るいこと等から一縦の制圧戦に加わったとされる。

{2}調査の概要

詳しい由来は不明だが、近年『原之城御陳取』と裏書きのある古図を市で購入しており(以下「才湖畔

取」という。※4)、一撰当時における調査地付近の情報が記載されている (第26図)。今回調査は御

陣取の記載情報を基に、現況地形との対応が認められる地点を 4箇所選定し、遺構等の確認にあたった。

各地点は便宜的にA~D のアルファベットを付して取り扱った。A 、 C、 D地点は標高30m 前後の

尾根筋の畑地などである。 B地点は田町川に沿う段畑の一角であり、標喜ばlom 余りである。

調査方法はいずれもトレンチ調査であり、人力掘削による遺構、遺物の確認にあたった。

※4…裏書きには「陳」と書かれてしるが、「陣」の意と考えられる。
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<A. 地点 >

「御本陣」と書かれた空間の南東隅に円を示す言己号が見

られたため、確認を行った。現況は畑地である。 4mx 2

m および3.5m ×1.5m の トレンチを各 1箇所、畑の縁の斜

面に掛かるような形で設定した。調査の結果、A地点は著

しく削平を受けており遺構等の確認には至らなかった。発

掘調査後に実施した航空測量と旧地形図の比較 (第 4章第

4節参照) においても、同地点の削平状況が確認された。

<B 地点>

自注IJ番所」の記載のみられる付近での調査を行った。田

町側ほとりの段々畑であり、標高は1om 前後と他地点より

低い位置である。 2m ×2m の トレンチを 3箇F折設定して

調査を開始したが、最も東側のトレンチ 1では遺構と思わ

れる状況があったため、拡張、および周囲にサブトレンチ

を設けた。結果として畑の石積みを築いた際の影響による

ものであり、遺構は確認できなかった。掘削の過程で近世

陶磁器の細片がごく少量出土しているが、南西側の高所部

より流れ込んだものと考えられる。

<C 地点>

御陣取において、「山」と記された空間に「林田図書」

という人名や「大鉄砲」の記載がみられる。現地形におい

ても県道より北東の谷部に向かってテラス状に突き出した

箇所があり、地形的特徴が類似している。北西 -南東方向

を軸とする lmx5m の トレンチを 2箇所、北東 -南西方

向を軸とする lmx6m の トレンチを 1箇所設定して調査

を行った。造成の影響を受けているようであり、遺構は確

認できなかった。近世陶磁器の小片がごく少量出土したが、

島原天草一撲の年代よりは新しいものである。

<D 地点 >

C地点の南東側に近接する箇所に、同様のテラス状の空

間があり、平場の中央には「御本陣」と記されている。「"」」

の記載があり、現地形との特徴が類似している。

この地点の南東法面にあたる部分に、虎口および門と考

えられる表記が見られたため、この確認にあたった。調査

は 2mx7m の トレンチ を一箇所、 3mx3,5m を基本 と

するトレンチを一箇所設けて行った。斜面部において地山

を段状にカットした地形が一部みられたが、階段状の遺構

第27図 A地点「御陣取」より

第28図 B地点「御陣取」より

第29図 C地点「御陣取」より

が態
　　　　 　

第30図

、ホA ′. ′
′ - ′●伊ー「● "-- --

D地点「御陣取」より
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トレンチ 1

0 1:50 2m
1

トレンチ2

「「0

　

第31図 D地点試掘トレンチ平面図 (S=1 ノ50)
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11…褐 色 十。

皿…にぷい黄褐色土。 しまり強い。
W …褐色土。砂質を帯びる 3~5mm 大の小石を含む。 暗褐色砂質土 W
V …暗褐色一二。砂際を非常に多く含むc
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第32図 D地点試掘 トレンチ土層図 (S=1 ′50)



とするには踏面の幅や規格性などに問題点があり、またこの部分は表土系の土砂によって覆われてい

るため、近現代の耕作等による影響の可能性もある。このほかビット状の掘り込みが数基みられたが、

調査区全体を通じて遺物が出土していないため、一撲当時のものと断定するには至らない。なお調査

区南東側の低位の土層は大量の水分を含んだ粘質土であり、地山に相当する土層は砂礎質の土層で

あった。調査区外の南東側一帯は以前にため池として利用されており、これと一連のものであったと

考えられる。

{3)調査のまとめ

絵図史料と現地形を参考とし、今回はじめて陣跡と推定される地域内で試掘調査を行ったが、結果

として明確な遺構等は確認しなかった。陣が戦乱時の一時的施設であり、遺構や遺物が残りも.こくいと

いう性格もあり、今後調査を進めるうえでの大きな課題点である。確認調査は今後も実施が必要であ

るが、遺構確認の有無によらずとも、史料の検証や測量成果との突合作業の結果をもって遺跡として

の評価や保護を図る観点も備えておく必要があろう。

写真37 A地点トレンチ 1調査状況 (東より)

　 　 　 　

. き: ＼
　　　　　　　　　　　　　　 　
捲ききざきき書き審議きききざトー(
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　

写真39 B地点トレンチ f調査状況 (南西より)

ノ (

＼

ば

「

“
　　 　

写真38 A地点トレンチ 2調査状況 (東より)
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写真40 B地点トレンチ 2調査状況 (南より)
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写真43 C地点トレンチ 2調査状況 (南東より)

写真45 D地点調査状況 (南より)

写真48 D地点トレンチ2ビット検出状況 (南東より)写真47 D地点トレンチ 2調査状況 (北西より)

　　 　

　 　　　　　　　　　　　　
写真42 C地点トレンチー調査状況 (西より)

写真44 C地点トレンチ 3調査状況 (南西より)

写真46 D地点トレンチ 1南東側土層 (北西より)
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写真41 B地点トレンチ 3調査状況 (南より)



第4章 測量調査
対象地域 南島原市北有馬町 ]野江城跡および周辺

南島原市-南有馬町 原城跡、幕府申陣跡推定地および周辺

調査期間 平成23年 6月 6 日~ 平成24年 2月17日

対象面積 約2,181涌

第 1節 調査対象地域の概要と目的
調査対象地域の概要について簡単にふれておきたい。白野江城跡は中世から近世初頭にかけて当地

を支配した肥前有馬氏の居城跡であり、城は高岩山より南側に派生した丘陵の先端に築かれている。

トあまりの曲輪よりなる群郭式の山城であり、史跡指定面積は約11万m である。16世紀後半段階には、

城主の有馬義直や有馬=背信などがカトリックに改宗するともに、キリスト教を手厚く庇護しているこ

とから、キリシタン・大名の城としても知られる。本丸およびニノ丸を中心とした過去の発掘調査によっ

て、掘立柱建物、大型土杭、階段遺構、大量の瓦や土師器などを確認している。

原城跡は、門野江城の支城として築かれた城郭の跡である。有明海に突き出した丘陵台地の上に築

かれており、標高30m ほどの本丸を起点に、北にニノ丸および三ノ丸、西に鳩山出丸、南に松山丸

(天草丸) などの郭が展開してしる。史跡の指定面積は約42万m と広大である。本丸は総石垣を備え

た造りで、慶長四年 (1599)~ 同九年 (1604) にかけて築造されたことが、当時の記録や発掘調査に

より明らかとなっている。寛永十四年 (1637)から翌年にかけて起こった島原天草- 撲に際し、一撲

衆が寵城した城として広く知られている。平成 4年度からの発掘調査では大量の瓦、陶磁器、ノv胃＼

キリシタン遺物などが出土しており、また徹底した石垣の破却状況などを確認している。

陣跡は-撲の際、原城を攻圏した地域である。その際の幕府連合軍の総数は約 12万もの大軍であ )

たとされる。おおむね原城跡より国道251号線を挟んで、西側に展開する丘陵群一帯が相当する。-

榛に関する絵図史料等より、各陣と各」刊竣の大まかな比定が可能となっている。埋蔵文化財としての

包蔵地登録はなされていない。

今回調査対象地は、当地域における中世期の領地支配、16世紀後半~17 世紀前半代におけるキリス

ト教の盛衰などと深く関わる地域である。特に島原天草ー渓は以後の幕府の政策に影響を与えるなど、

日本史の上においても重大な出来事であった。これら地域は本市の歴史を理解するうえで極めて重要

な場所であり、適切な調査と保存活用を囲っていかなければならない。その際、対象文化財等の地形

情報が概ね地表に顕在化しているため、調査においては、この正確な把握がまず肝要であるとともに

非常に有効な手段である。しかし前述のとおり調査対象地域は広大であり、地上での測量では期間、

経費、測量図の連続性の確保など課題が多く、近年、文化財調査にも徐々に導入されている航空レー

ザ←測量によって地形図の作成に今回取り組んだところである。

また、絵図史料等との地形比較を行う際、追跡力ぐ可能な限り当時に近い年代の地形情報を押さえて

おくことが必要である。今岡、昭和22年 (1947) に米軍航空機によって撮影された写真を取得し、こ

れに基づいた地形復元作業を併せて行った。

- 34 -



第 2節 航空レーザー測量
調査の概要

前節に述べた目的に沿って、 R野江城跡、原城跡および陣跡を含む地域において航空レーザー測量

を実施した。原城跡と陣跡は距離的に近接しており、また島原天草- 撲の際における関係が密である

ため一体の測量図としている。日野江城跡も原城の本城跡であり極めて密接な関係であるが、直線で

4km程度の距離が離れており、測量図としては別作成とした。

航空レーザー測量であるが、広範な地域の地形情報を高精度で取得できるという特徴があり、古墳

や山城など地形情報が地表に顕在化する文化財の調査にも徐々に導入されている。

測量業務はアジア航測株式会社長崎営業所に委託し、実機ヘリによる測量を行った。固定翼機に比

べて回転翼機 (へり) は低速飛行が可能であり、より多くの点群データを取得しやすく文化財調査に

は向くとされる。測量対象とした地域および計測コースは第33図のとおりである。測量によって得ら

れた点群データは、建造物や樹木などの地物をフィルタリングし、より正確に地形情報が把握できる

よう処理を行っている。第34~37 図は、今回の測量成果データを等高線図および赤色立体地図により

出力したものである。なお、測量成果図については巻末にも PDF データを付しているので併せて参

照されたい。
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第 3節 空中写真測量
調査の概要

前節における航空レーザー測量の対象範囲と同範囲について、1947年の航空写真に基づ く旧地形の

復元図作成を行った。使用した航空写真は第二次世界大戦後、日本を占領していた米軍の航空機によ

り撮影されたものである。当時の撮影目的が占領地の情報収集であるため、撮影箇所が重なりをもつ

程度に細かいピッチで撮影されている。調査手法であるが、測量対象地に対し、こうした重なりを持

つ複数の写真を用い立体視によって作成した。測量精度は約 1ノ2,500であり、作業はアジア航測株式

会社長崎営業所に委託した。第38図、第39図は測量成果図である。日野江城跡に係る第38図では、西

側において等高線が途切れた表現となっている箇所が一部ある。これは資料写真の限界により、ステ

レオモデルの構築による数値図化が行えなかった部分である。

第4節 測量成果の比較
第 2節、第 3節で作成した赤色立体地図及び1ロ地形図を同縮尺で合成し、比較を行った (第40図、

第41図)。赤色立体地図と旧地形図の整合が取れていない箇所は、1947年から現在に至るまでの間、

自然災害や開発など何らかの影響を受けて地形が改変された箇所である。原城跡および陣跡について

は絵図などが多く残るが、そうした史料との比較を行うに際しても不可欠な情報である。大きな地形

改変の認められる箇所については、遺構等の残存があまり期待できないため、調査地点の選定にあたっ

ても有益な情報となる。

一方、両図が整合している箇所は、1947年以降の地形改変が行われていない箇所であるため、各遺

跡等が廃絶した当時の状況に近い可能生が相対的には高くなる。史料との直接比較、調査計画の立案、

陣跡であれば文化財指定などの保護対策などが行いやすくなると言えよう。

合成図から地形変化の情報を概観すると、全体としては1947年当時に対して地形の残りが良いとい

う評価ができる。原城跡及び日野江城跡については、史跡指定による現状変更の規制が一定の効果を

挙げてきたものと思われる。史跡外の地域では大きな地形改変が起こっている箇所も若干見られる。

絵図等の史料と今回得られた合成図を、今後細かく比較検証していく必要があるが、ひとまずここ

では大幅な地形改変の認められる箇所を確認しておきたい。

まず日野江城跡であるが (第40図)、 a地点は本丸のうち最も広大な曲輪 3の東辺にあたる。1947

年当時に比べて大きく崩壊している状況がみられる。昭和57年の長崎大水害の際に崩壊したというこ

とである。現在は東側のニノ丸方面より、この崩壊の跡を経由して曲輪 3の南東隅付近に登ることが

できるが、旧地形をみると本丸とニノ丸は急な崖斜面によって完全に分断されており、それぞれが空

間的に独立して配置されていた事がよく判る。日野江城の構造を理解していくうえで非常に重要な情

報である。

b地点は日野江城跡の南側緑辺のほぼ中央付近である。現在は消失しているが、iロ地形ではテラス

風に張り出した空間がみられる。40m ほど西側の谷筋は、ニノ丸東側が大手として利用される以前に

大手道として利用されていた可能性があると考えられている。この張り出しが日野江城の構造の一部

であったか、或いは旧大手と関係があったかについては不明だが、注意を払う必要のある地形情報で

あるだろう。

原城跡であるが (第41図)、昭和期における道路整備、農地改良事業などが行われており、その影
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第38図 日野江城跡 1947年旧地形図 (S=1/5,000)
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第40図 日野江城跡 赤色立体地図および1947年旧地形図の合成図 (S=1/5,000)
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響が図からも一部読み取れる。 c地点は大手口
}"

付近であり、道路の路線替え、拡幅等によって

切り通しがやや広くなっている。 d地点は東ニ

ノ丸である。昭和40年代に農地改良が行われて
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在は石垣の墨線が明瞭だが、以前は完全に土砂 第42図 原城跡本丸崖面の経年崩落

で覆われていたことがよく判る。

第42図は本丸の海側崖面を拡大したものである。原城跡が立地する台地は Aso‐4火山灰などを主

とした脆弱な地盤であり、図からも経年的に崩落が進んだことが窺える。崖面の崩落対策については

史跡整備事業で現在取り組んでいるところであるが、こうした航空測量を定期的に行い地形変化の把

握を行うことで、史跡の保存対策にも大いに活用できるものと思われる。

陣跡は日野江城跡、原城跡に比べると地形が大幅に変化している箇所が多い (第41図)。 g地点は

旧有馬商業高校の跡地であり大規模な造成が確認できるが、島原天草一撲の際には幕府軍の本陣が構

えられたとされる場所である。 h地点は幕府軍の西楼が置かれていたと考えられる付近である。丘陵

先端が国道251線より南東側において消失している。残存する丘陵先端頂部は鐘掛け松と呼ばれてお

り、警鐘が設置きれていたと思われる。消失している箇所は築山という地名であり、人工的な盛土が

行われていた可能性もある。現状においても原城と最も距離が近くなる付近だが、実際にはさらに近

くloom余りの近距離で両勢の最前線が対山寺していたことが分かる。 i地点は丘陵が造成され宅地が

形成されている。 i地点は広い高台であ り、原城文化センター、グラウンド、体育館、武道館、テニ

スコート、プールなど市の施設が集中している箇所であるが、二つに分かれた.丘陵間の谷部を造成に

よって埋める事で形成した様子が判る。 i地点、 j地点いずれも鍋島氏が陣取ったと考えられる一帯

である。 k地点は市の南有馬庁舎 (旧南有馬町役場)が建つ付近である。細長い丘陵が開かれ、先端

と南西側の一部がわずかに残る。一機時には寺沢氏の陣が構えられていたと考えられる付近である。

大まかではあるが、航空測量図と旧地形図の比較における差異を概観した。上述のように臼野江城

跡と原城跡については史跡指定を受けており、城跡としての認識もあることから比較的良好に地形が

保存されてきた感がある。一方、陣跡については遺跡としての登録がないこともあり、全体観として

はその地形を留めつつも、部分的には大きく開発の影響を受けている箇所も見られた。一撲時におけ

る各陣と現況地形は概ね対比がなされているが、今回確認した地形改変の情報も踏まえて精度を高め

ていく必要がある。本報告ではそこまで踏み込むに至っていないが、次の課題として挙げておきたい。

陣跡であるが、島原天草- 撲の際の一時的施設という性格から、必然的に遺構や遺物が残存しにく

く、そうした点も陣跡が遺跡として登録されてこなかった背景にはあると思われる。今回調査で得ら

れた成果も十分に活用しながら、日野江城跡および原城跡と歴史的関わりの深い地域として、今後の

保護対策を講じたい。
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第5章 総 括
国史跡の城跡である日野江城跡および原城跡の周辺地において、確認目的での発掘調査および測量

調査を平成22年度から平成23年度にかけて実施した。今回調査の対象地は、およそ「有馬の城とその

周辺域」といった共通項で結びつけられる地域である。ようやく着手に至ったという感もあるが、ほ

とんど調査の及んでいなかった H野江城跡と原城跡の周辺において調査を実施し、一定の情報を得る

ことができた点は成果である。

日野江城跡南側で実施した日野江町遺跡の調査においては、1榊衛兵が現在よりも大きく入り込んで

おり、日野江城からloom 程度の距離まで接近していた状況を確認した。白野江城が機能していた年

代における周辺環境の重要な情報であり、史料等にみられる様子にも裏付けを与えるなど一定の成果

であったと言えるだろう。

日野江城跡の曲輪12の調査においては遺構、遺物を確認しなかった。地形的には、周囲に対 して相

対的に標高が高く、東西から入り込む竪堀状の谷内部を見下ろせる位置にある。北側からの外敵の侵

入などを想定した場合、物見台としては格好の位置条件にあるだろう。その場合、居住空間ではない

ため遺構や遺物が残りにくい点への配慮も必要である。現在、史跡指定の範囲外であるが城全体の空

間構造を踏まえた評価と取り扱いを行っていくべき箇所だろう。

日野江城城下地区遺跡で実施した範囲確認調査においては、あまり大きな成果は得られなかった。

遺跡範囲が広いため、今後機会を得ながら内容確認と遺跡範囲の絞り込みに努める必要がある。

ニノ丸北側地点において実施した調査では、ビットや16世紀後半頃のものを含む遺物などを検出し

た。民地であり作付け時期との兼ね合いなどから、調査箇所の評価付けを行うに必ずしも十分ではな

いが、一定の情報が得られた点は成果である。本丸およびニノ丸の位置する丘陵との間には竪堀状の

谷があり、城外とみなすのが適当だろう。日野江城に関係する防衛上の機能をもった場所、家臣の居

住空間など想定されるが、内容や規模について今後さらに検証が必要である。

陣跡で実施した確認調査においては十分な遺構や遺物の検出に至らなかった。本文でも述べたよう

に、陣跡は遺構および遺物が残りにくい性格がある。史料と現地形の整合の認められる箇所に対して

は今後も積極的に確認調査を実施し、測量調査の成果も総合的に評価しながら保存対策へ結びつけて

いく必要があるだろう。

日野江城跡、原城跡および周辺地で実施した二種の測量調査においては、.正確な現地形の情報、1947

年当時の地形情報、また合成比較による地形変化の情報を得ることができた。本報告では基本的な成

果の紹介と概観のみに留まったが、今後の調査計画の立案、絵図史料等との比較ず乍業、或いは遺跡の

保存対策など幅広い活用を行うことのできる貴重な成果であったと言えよう。

全体としてみれば、この地域の歴史的評価を考古学的に検証していくには、まだまだ不十分であり、

発掘調査等による情報の充実と、得られた成果を統合していく視点をもって当面は事業を継続してい

く必要があるだろう。
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